
 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎年、住宅火災により尊い命が失われており、その約半数が  

65 歳以上の高齢者となっています。火災の原因や対策を知って、  

大切な命や財産を守りましょう。 

たばこ火災 
電気配線等火災 

こんろ火災 ストーブ火災 
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～住宅火災を起こさないために～ 



 

 

 

 

 □ ストーブにものが触れて火災になるのが特徴です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ ストーブを衣服、寝具、カーテン等から近い場所で使用していませんか？  
 ストーブの近くに燃えやすいものを置くと、ストーブに触れて、火災になって

しまいます。 

また、着ている衣服がストーブに触れて、燃えうつり命を落とすこと 

もあります。 

 

 
 
□ ストーブをつけたまま寝ていませんか？  

ストーブから離れて寝ていても、寝返りなどで布団が動き、ストーブに触れて 

火災になってしまいます。 

また、丌完全燃焼や異常燃焼など、予期せぬ事故が起こることもあります。 

 

   
 

 □ ストーブで洗濯物を乾かしていませんか？  
ストーブの上方で洗濯物を乾かすと、落下して火災になってしまいます。 

 

 

 
   
□ ストーブの火をつけたまま給油していませんか？  
 ストーブの火をつけたまま給油すると、こぼれた灯油が燃えて火災になって 

しまいます。 

  

 

 

ストーブによる火災  

■ ストーブ火災とは 

■ ポイント 

燃えやすいものを近くに置かない 

衣服、寝具等は燃えにくい防炎品を使用する 

寝るときはストーブの火を消す 

ストーブで洗濯物を乾かさない 

給油はストーブの火を消してから行う 
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□ たばこの吸殻は水に浸してから捨てていますか？  
 たばこは、消したつもりでも完全に消えていないことがあります。 

完全に消えていない吸殻を、ごみ箱へ捨てるとごみに火がついて 

火災になってしまいます。 

 

 

 

   

□ 灰皿にたばこの吸殻をためていませんか？  
 灰皿の中に吸殻をためていると、完全に消えていないたばこが、 

吸殻に燃えうつり、火災になってしまいます。 

 また、ガラスの灰皿で大量の吸殻がくすぶると、灰皿が割れ、くすぶった 

吸殻が飛散して火災になってしまいます。 

 

 

  
       

 □ 寝たばこをしていませんか？ 
 

 寝たばこは、布団などにたばこが落下して火災になってしまいます。 

特に飲酒時は、寝入るおそれがあり大変危険です。 

 

 

 

たばこによる火災  

■ たばこ火災とは 

■ ポイント 

□ くすぶった状態が続いた後に、火災になるのが特徴です。 

   

たばこは水に浸してから捨てる 

灰皿にたばこの吸殻をためない 

寝たばこは絶対にしない 



 

 

 

 

□ 電気によりスパークが起きた場合や、熱が発生した場合などに火災になるのが特徴です。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 □ コンセントにホコリがたまっていませんか？  
 長期間、コンセントにプラグを差し込んだままでいると、湿気やホコリにより                                                                                                

スパークが発生して火災になってしまいます。 

 

  

 
□ 電気コードの上にタンスや机など重たいものを置いていませんか？  
 電気コードの上に重たいものを置くと、電気コード内の配線が切れ、 

その部分が発熱して火災になってしまいます。 

 

  

 

□ 電気コードを引っ張っていませんか？  
 電気コードを引っ張ると、電気コード内の配線が切れ、 

その部分が発熱して火災になってしまいます。 

 

 

 

□ たこ足配線をしていませんか？  
多口コンセントに表示されている容量以上の電化製品を、同時に使用すると

火災になってしまいます。 

 

 

 

 

電気配線等による火災 

■ 電気配線、コンセント火災とは 

■ ポイント 

定期的にコンセントやプラグを掃除する 

電気コードの上にものを置かない 

電気コードを引っ張らない 

たこ足配線をしない 



 

 

 

 

 □ 食用油が約 350 度になると、自然発火（火をつけなくても燃え出す現象）して 

火災になるのが特徴です。 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 火を消さずにこんろのそばを離れていませんか？  
 食用油が、発火点（火をつけなくても燃え出す温度）を超えると 

火災になってしまいます。 

 

   

   
□ こんろの近くに燃えやすいものを置いていませんか？  

燃えやすいものをこんろの近くに置くと、火がついて 

火災になってしまいます。 

 

    
□ こんろを正しく使っていますか？ 

 
こんろには、それぞれ安全装置がついています。 

専用でない調理器具を使用した場合など、安全装置がはたらかず危険です。 

 

 

    

□ こんろの火が衣服に触れたことはありませんか？  
着ている衣服にこんろの火がつくと、燃え広がり命を落とすことがあります。 

 

 

 

 

こんろによる火災 

■ こんろ火災とは 

■ ポイント 

そばを離れるときは必ず火を消す 

燃えやすいものを近くに置かない 

適切な使用方法を確認する 

衣服は燃えにくい防炎品を使用する 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住宅用火災警報器で火災を早く知り、可能な場合は消火器等で早く消し、火災の被害を

軽減しましょう。 

また、身の回りのものを防炎品にすることで、火災を広げない環境を作りましょう。 

設置している住宅用火災警報器を再確認しましょう！ 

住宅用火災警報器は、寝室や階段に設置の義務がありますが、寝室以外の居室や台所でも

火災が多く発生しています。 

このことから、居室や台所などにも警報器の設置をおすすめします。また、警報器は古く  

なると電子部品の寿命や電池切れなどで、火災を感知しなくなることがあります。 

定期的に点検を行い、10 年を目安に交換しましょう。 

  
 
住宅用火災警報器には連動型といって、1 か所で火災

を感知すると、すべての警報器が鳴るものがあります。 
 

 例えば、人がいない部屋や耳が不自由な方の部屋で 

発生した火災でも、他の部屋の人が気づき、早期の火災

発見につながります。 

万が一、火災が発生したときは 

 火を広げない の３つがポイントです。 
   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消火器には 通常の消火器より軽くて小さい 住宅用消火器 や 取り扱いが簡単なスプレー

タイプの「エアゾール式簡易消火具」があります。 

火災を小さいうちに消すために、消火器を備えましょう！ 

火災の拡大を防ぐため防炎品を使用しましょう！ 

■ 住宅用消火器の使用方法 

 
  

防炎品は、小さな炎が接しても、炎が当たった部分が焦げるだけでなかなか燃えません。 

燃えたとしても、簡単に燃え広がることはありません。 

寝 具 衣 服カ ー テ ン

0120-72-3830 

03-3246-1661 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島市消防局予防部予防課 TEL:082-546-3476  FAX:082-249-1160 E-mail:fs-yobo@city.hiroshima.lg.jp 

 

中 消 防 署 予 防 課 TEL:082-546-3511 東 消 防 署 予 防 課 TEL:082-263-8401 南 消 防 署 予 防 課 TEL:082-261-5181 

西 消 防 署 予 防 課 TEL:082-232-0381 安佐南消防署予防課 TEL:082-877-4101 安佐北消防署予防課 TEL:082-814-4795 

安 芸 消 防 署 予 防課 TEL:082-822-4349 佐 伯 消 防署 予 防 課 TEL:082-921-2235

0120-72-3830 

注）警報音はメーカーや製品によって異なります。 

又は 


